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平
成
二
六
年
度
禅
研
究
所
活
動
記
録

○
役
員
会

　

・
四
月
二
二
日　

  「
今
年
度
活
動
計
画
並
び
に
研
究
会
開
催
に
つ

い
て
」

　

・
九
月
三
〇
日　
「
今
年
度
講
演
会
開
催
に
つ
い
て
」

　

・
一
一
月
二
五
日　
「
来
年
度
予
算
計
画
に
つ
い
て
」

○
参
禅
会
運
営
委
員
会

　

・
四
月
二
二
日　

  「
今
年
度
活
動
計
画
並
び
に
今
年
度
研
修
旅
行

に
つ
い
て
」

　

・
九
月
三
〇
日　
「
今
年
度
研
修
旅
行
会
計
報
告
」

　

・
一
一
月
二
五
日　

  「
来
年
度
予
算
計
画
並
び
に
来
年
度
研
修
旅

行
に
つ
い
て
」

○
『
禅
研
究
所
紀
要
』
編
集
委
員
会

　

・
一
一
月
二
五
日　
「『
禅
研
究
所
紀
要
』
第
四
三
号
に
つ
い
て
」

○
研
修
旅
行

　
　

岡
島
所
長
以
下
、
三
二
名
の
参
禅
会
員
の
参
加
で
、
八
月
二
五

日
か
ら
二
七
日
ま
で
の
研
修
旅
行
「
山
陰
の
古
刹
と
神
と
も
の
の

け
の
里
」
を
実
施
し
た
。
源
翁
心
昭
禅
師
ゆ
か
り
の
金
龍
山
退
休

寺
、
大
龍
山
総
泉
寺
、
巨
嶽
山
正
福
寺
、
金
華
山
洞
光
寺
を
拝
登

す
る
と
と
も
に
、
出
雲
大
社
を
参
拝
し
た
。
ま
た
、
水
木
し
げ
る

記
念
館
、
松
江
城
、
小
泉
八
雲
記
念
館
、
同
旧
居
、
足
立
美
術
館

な
ど
を
見
学
し
た
。

○
禅
籍
資
料
調
査

　
　

禅
研
究
所
の
所
員
・
研
究
員
、
四
名
が
、
三
月
三
日
か
ら
四
日

に
愛
媛
県
を
訪
れ
、
龍
澤
寺
・
渓
寿
寺
（
曹
洞
宗
）
を
拝
登
し
て

同
寺
所
蔵
の
資
料
の
閲
覧
・
収
集
を
行
っ
た
。
ま
た
、
石
手
寺

（
真
言
宗
）、
宝
厳
寺
（
時
宗
）、
伊
佐
爾
波
神
社
を
拝
観
し
た
。

○
火
曜
参
禅
会

　

・
四
月
八
日
、
五
月
一
三
日
、
六
月
一
〇
日
、
七
月
八
日
、
九
月

一
六
日
、
一
〇
月
一
四
日
、
一
一
月
一
一
日
、
一
二
月
二
日



平
成
二
六
年
度
禅
研
究
所
活
動
記
録

118─　   ─

（
成
道
会
摂
心
）、
一
月
一
三
日
、
二
月
三
日

○
講
演
会
（
禅
研
究
所
・
人
間
文
化
研
究
所
合
同
講
演
会
）

　

・
五
月
三
〇
日
（
金
）
午
後
一
時
三
〇
分
よ
り 

け
や
き
ホ
ー
ル

　
　
「
絆
│
わ
た
し
た
ち
は
忘
れ
な
い
│
」

 
東
北
福
祉
大
学
非
常
勤
講
師　

川
村
昭
光
先
生

 
海
岸
山
普
門
寺
住
職　

熊
谷
光
洋
先
生

○
研
究
会

　

・
一
月
一
九
日
（
金
）
午
後
三
時
一
〇
分
よ
り

 
三
号
館
三
一
〇
九
教
室

　
　
「
道
元
禅
師
伝
記
史
料
に
つ
い
て
」

 

本
学
教
養
部
客
員
教
授　

吉
田
道
興
先
生

○
　
平
成
二
六
年
度
禅
研
究
所
所
員
・
研
究
員
に
よ
る
著
書
・
学
術

論
文
（
仏
教
・
宗
教
関
係
）（
平
成
二
六
年
四
月
〜
二
七
年
三
月
）

大
野
榮
人

　
「『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
十
八
）」（
共
著
）『
愛
知
学
院
大
学

人
間
文
化
研
究
所
紀
要　

人
間
文
化
』
二
九

　
「『
法
華
玄
義
』
の
研
究
（
十
九
）」（
共
著
）『
愛
知
学
院
大
学

文
学
部
紀
要
』
四
四

川
口
高
風

　
『
龍
華
山
神
蔵
寺
史
』（
監
修
）
神
蔵
寺

　
「「
能
仁
新
報
」
よ
り
み
た
名
古
屋
の
仏
教
（
八
）」『
愛
知
学
院

大
学
教
養
部
紀
要
』
六
二
（
一
・
二
）

　
「「
能
仁
新
報
」
よ
り
み
た
名
古
屋
の
仏
教
（
九
・
完
）」『
愛
知

学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
六
二
（
三
）

　
「
曹
洞
宗
の
「
宗
報
」
に
お
け
る
仏
骨
奉
迎
の
記
事
に
つ
い
て
」

『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
六
二
（
一
・
二
）

　
「
名
古
屋
の
寺
院
に
関
す
る
木
版
資
料
に
つ
い
て
（
十
三
）」

『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
六
二
（
三
）

　
「「
禅
宗
」
に
お
け
る
仏
骨
奉
迎
の
記
事
に
つ
い
て
（
上
）」『
愛

知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
六
二
（
四
）

　
「
明
治
期
以
降
曹
洞
宗
人
物
誌
（
六
）」『
愛
知
学
院
大
学
教
養

部
紀
要
』
六
二
（
四
）

　
「
徳
源
寺
の
涅
槃
銅
像
に
つ
い
て
」『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
三

　
「
道
元
禅
師
の
廣
福
寺
蔵
「
二
十
五
条
衣
」
に
つ
い
て
（
下
）」
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『
傘
松
』
八
四
七

　
「
夢
窓
疎
石
の
大
掛
絡
と
大
掛
絡
の
変
遷
」『
傘
松
』
八
四
八

　
「
如
法
衣
に
つ
い
て
（
上
）」『
傘
松
』
八
四
九

　
「
如
法
衣
に
つ
い
て
（
中
）」『
傘
松
』
八
五
〇

　
「
如
法
衣
に
つ
い
て
（
下
）」『
傘
松
』
八
五
一

木
村
文
輝

　
『
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
の
救
済
思
想
』
山
喜
房
佛
書
林

　
「
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
の
瞑
想
論
（
一
）
│
『
シ
ュ
リ
ー
・
バ
ー

シ
ュ
ヤ
』
Ⅲ　

3
・
1
〜
5
読
解
│
」『
奥
田
聖
應
先
生
頌

寿
記
念　

イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
集
』
佼
成
出
版
社

　
「
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
の
瞑
想
論
（
二
）
│
『
シ
ュ
リ
ー
・
バ
ー

シ
ュ
ヤ
』
Ⅲ　

3
・
6
〜
10
読
解
│
」『
愛
知
学
院
大
学
人

間
文
化
研
究
所
紀
要　

人
間
文
化
』
二
九

　
「
現
代
日
本
人
の
神
仏
観
」『
愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
紀
要
』

四
三

　
「「
空
」
の
講
義
」
│
オ
ー
デ
ィ
オ
シ
ョ
ッ
プ
の
店
頭
で
│
」

『
在
家
仏
教
』
七
五
〇

佐
藤
悦
成

　
「
雪
竇
頌
古
百
則
の
研
究
（
一
）」『
愛
知
学
院
大
学
人
間
文
化

研
究
所
紀
要　

人
間
文
化
』
二
九

菅
原
研
州

　
「
大
内
青
巒
居
士
の
研
究
│
そ
の
評
価
に
つ
い
て
│
」『
曹
洞
宗

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
一
五

　
「
道
元
禅
師
成
仏
論
に
お
け
る
成
仏
の
条
件
に
つ
い
て
」『
曹
洞

宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
一
五

　
「『
仏
祖
正
伝
記
』
の
研
究
」『
愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
紀

要
』
四
三

　
「
曹
洞
宗
の
霊
魂
観
」『
大
法
輪
』
八
一
（
十
一
）

　
「
今
年
の
3
冊
」『
仏
教
タ
イ
ム
ス
』 

二
〇
一
四
年
一
二
月
一
一

日

林　
　

淳

　
「
近
代
仏
教
ブ
ー
ム
再
考
」『
日
本
宗
教
史
研
究
の
軌
跡
と
展

望
』
岩
田
書
院

　
『
将
軍
と
天
皇　

シ
リ
ー
ズ
日
本
人
と
宗
教
１
』（
共
編
著
）
春

秋
社

　
『
神
・
儒
・
仏
の
時
代　

シ
リ
ー
ズ
日
本
人
と
宗
教
２
』（
共

編
）
春
秋
社

　
「
失
わ
れ
た
新
宗
教
研
究
」『
宗
教
と
社
会
』
二
〇
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「
二
〇
一
三
年
Ａ
Ａ
Ｒ
大
会
に
参
加
し
て
」（
共
著
）『
近
代
仏

教
』
二
一

　
「
大
乗
非
仏
説
と
日
本
仏
教
」『
在
家
仏
教
』
七
四
四

引
田
弘
道

　
「
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
教
の
灌
頂
儀
礼
」『
ア
ジ
ア
の
灌
頂
儀
礼
│
そ
の

成
立
と
伝
播
│
』
法
蔵
館

　
「
女
性
と
仏
教
」
日
本
佛
教
学
会
編
『
信
仰
と
は
何
か
（
二
）

│
教
え
の
展
開
と
実
践
│
』
平
楽
寺
書
店

　
「『
ボ
ー
デ
ィ
サ
ッ
ト
ヴ
ァ
・
ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ
・
カ
ル
パ
ラ
タ
ー
』

第
32
章
、
33
章
和
訳
」（
共
著
）　
『
愛
知
学
院
大
学
人
間
文

化
研
究
所
紀
要　

人
間
文
化
』
二
九
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〇
寄
贈
図
書
目
録

（
平
成
二
六
年
二
月
〜
平
成
二
七
年
一
月
）

　
〈
寄
贈
者
五
〇
音
順
・
敬
称
略
〉

　

左
記
の
図
書
を
御
恵
贈
下
さ
り
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
研
究
資
料
と
し
て
永
く
保
存
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

TH
E EASTERN

 BU
DDH

IST　

44 (1, 2 )
 

The Eastern Buddhist Society
Critical Review

 for Buddhist Studies　
14

 
Geum

gang U
niversity

Role of Buddhism
 in the 21st Century

 
International Buddhist Conference

Garbhavakrantisutra

　

 The International Institute for Buddhist 
Studies

The Gebesis of Yogacara-Vijnanavada

　

 The International Institute for Buddhist 
Studies

叡
山
学
院
研
究
紀
要　

三
六 

叡
山
学
院

傘
松　

八
四
五

－

八
五
六 

永
平
寺

真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要　

三
一 

大
谷
大
学

親
鸞
教
学　

一
〇
二
・
一
〇
三

 

大
谷
大
学
真
宗
学
会

仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー　

九
七
・
九
八

 

大
谷
大
学
仏
教
学
会

宗
教
学
会
報　

一
九 

大
谷
大
学
宗
教
学
会

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
所
報　

六
三

－

六
五 

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所

道
光　

六
七
八

－

六
八
七 

可
睡
斎

真
宗
文
化　

二
三

 

京
都
光
華
女
子
大
学
真
宗
文
化
研
究
所

研
究
紀
要　

二
七

 

京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所

西
山
学
苑
研
究
紀
要　

九 

京
都
西
山
短
期
大
学

藝
文
研
究　

一
〇
五（
一
）－

一
〇
七

 

慶
應
義
塾
大
学
芸
文
学
会

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要　

二
七

 

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所

日
本
研
究　

四
九
・
五
〇

 

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
紀
要　

一
八

 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

い
と
く
ら　

九 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

仙
石
山
仏
教
論
集　

七

 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

宗
教
学
論
集　

二
九

－

三
三

 

駒
沢
宗
教
学
研
究
会

駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報　

二
五

 

駒
澤
大
學
襌
研
究
所

駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報　

四
七

 

駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会

駒
澤
大
學
佛
教
学
部
研
究
紀
要　

七
二

 

駒
澤
大
學
佛
教
学
部

駒
澤
大
學
佛
教
学
部
論
集　

四
五

 

駒
澤
大
學
佛
教
学
部

仏
教
経
済
研
究　

四
三

 

駒
澤
大
学
仏
教
経
済
研
究
所

駒
澤
大
学
文
学
部
研
究
紀
要　

七
二

 

駒
澤
大
学
文
学
部

四
天
王
寺
大
学
紀
要　

五
七
・
五
八

 

四
天
王
寺
仏
教
大
学

斯
文　

一
二
四
・
一
二
五 

㈶
斯
文
会
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密
教
学　

五
〇 

種
智
院
大
学
密
教
学
会

佛
教
論
叢　

五
八 

浄
土
宗
教
学
院

佛
教
文
化
研
究　

五
八 

浄
土
宗
教
学
院

浄
土
真
宗
総
合
研
究　

八
 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所

宗
報　

七
六
一

－

七
七
二

 

真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁

真
言
宗
豊
山
派
宗
報　

七
七
五

－

七
八
六

 

真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所

平
和
の
た
め
の
宗
教
│
対
話
と
協
力　

六
・
七

 

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日
本
委
員
会

浅
草
寺
佛
教
文
化
講
座　

五
八 

浅
草
寺

善
通
寺
教
化
振
興
会
紀
要　

一
九

 

善
通
寺
教
化
振
興
会

跳
龍　

七
四
三

－

七
五
三 

總
持
寺

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要

　

一
五 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

曹
洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要　

四
四

 

曹
洞
宗
宗
務
庁

曹
洞
宗
報　

九
四
一

－

九
五
二 

曹
洞
宗
宗
務
庁

こ
れ
か
ら
の
葬
儀
を
考
え
る　

講
演
録　

 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

宗
学
研
究
紀
要　

二
七

 

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
年
報　

三
六

 

大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所

東
洋
研
究　

一
九
〇

－

一
九
二

 

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
所
報　

六
〇
・
六
一

 

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所

大
雄　

一
三
四

－

一
三
七 

大
雄
山
最
乗
寺

浄
土
宗
学
研
究　

四
〇

 

知
恩
院
浄
土
宗
学
研
究
所

現
代
密
教　

二
五 

智
山
伝
法
院

中
央
学
術
研
究
所
紀
要　

四
三

 

中
央
学
術
研
究
所

チ
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